
沖縄県公文書館は、平成7年の開館以来、
米軍作成の沖縄戦関係資料を収集し利用
に供してきました。
沖縄戦の体験や教訓を次代に引き継ぐために、
戦争の記録はますます重要性を増しています。
これらの資料の概要と今後の活用を考えます。

那覇バス 1.2.3.4.5.14.15.16番「新川営業所」下車徒歩３分80名

定員に達し次第締め切ります

主催　沖縄県公文書館指定管理者（公財）沖縄県文化振興会

沖縄県公文書館講堂

098-888-3875 

東陽バス 191番「県立医療センター前」下車徒歩15分

（南風原町字新川148-3）

吉浜 忍　沖縄国際大学教授

吉嶺 昭　（公財）沖縄県文化振興会公文書主任専門員
当館所蔵の沖縄戦関係資料の概要

米軍作成の記録を活用する視点

❶

❷

安里

識名

那覇 与那原

与那原

西原

沖縄県公文書館

モノレール首里駅

沖縄自動車道

鳥堀

県立南部医療センター
那覇IC

識名園

那覇市民体育館
那覇バス新川営業所

沖縄中央育成園

国道329号

新川

上間 兼城

新川（南）

駐車場が限られていますので、
なるべく公共交通機関をご利用
ください。

米軍作成の沖縄戦関係資料
沖縄県公文書館　公文書活用講座

戦場で記録をつける米兵たち　1945年 4月22日　那覇

＊沖縄県民カレッジ連携講座

要電話申込

《入場無料》9 / 9
午後 2 時～ 4 時（開場午後1時）
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定員
お申込み・お問合わせ


